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Ⅰ　福山市

Ⅱ　中学校区

　
Ⅲ　自　校

〈児童生徒〉

〈授業〉

めざす授業の姿

研究
内容等

テーマ

(21世紀型“スキル＆倫理観”)

生徒達が、ともに学び合い、高め合うことで、
「?（なぜ・どうして）」が、「！（わかった・できた・なるほど）」

になる授業
教師も生徒も、「おもしろい」と感じられる授業

課題発見・解決力 コミュニケーション力 あきらめない心

〇現状を分析したり、新
たに直面した事象を把握
するなどして、課題を見
出すことができる。

〇既習の知識・経験や他
者の考えなどを、比較し
たり、関連付けたりしな
がら、解決への道筋を立
てることができる。

〇さまざまな表現方法
で、自身の考えや思い
を、自信を持って発信す
ることができる。

〇他者の考えや思いに傾
聴し、多様性を尊重する
ことができる。

〇協働する中で、新しい
価値観に気づいたり、互
いに高め合う関係を築い
たりすることができる。

〇主体的に「やってみよ
うと」いう、高い意欲や
好奇心を持っている。

〇仲間とともに、多様な
方法を出し合い、試行錯
誤しながら、何とかやり
切ろうと課題に向き合っ
ている。

〇最後まで、あきらめな
い、粘り強さがある。

　「福山１００ＮＥＮ教育」の基本理念のもと，各中学校区・学校が「２１世紀型“スキル＆倫理観”」の育成に向けた特色ある教育課程を

学校評価自己評価表 39

ミッション 　福山に愛着と誇りを持ち，変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。

年度 中学校区加茂 福山市立 加茂中

２０２５年(令和７年)１月３１日

〇ICT機器の効果的な活用を考え、授業に取り入れている教職員が多い。
△教師主体の授業が多く、学びにつながる活動や問いの質を高める必要がある。
△ふるさと学習での体験・教科学習・日常生活との間で、つながりを感じたり気
　づいたりしながら、学びが定着したり思考が深まったりするような授業づくり
　に取り組む必要がある。

疑問が生まれ、多様な学びを楽しめる授業づくり

〇 主体的・対話的で深い学びのある授業をつくるための教材研究と授業実践を繰り返す。
〇 自分の授業を振り返り、見出した課題を解決するためのテーマを各自が設定し、他の教職員
と対話・協働しながら探究する。

2024

前年度学校関係者評価の主な内容 児童生徒の現状 育成する力

最終更新日

編成し，日々の授業を中心として評価・改善を進めながら，子どもたちの確かな学びを実現している。

(令和 年度)6 学校校番

ビ ジ ョ ン

現　状

(21世紀型“スキル＆倫理観”)

めざす子ども像
(義務教育修了時の姿)

ミッション

学校教育目標

・小中学校の連携、加茂･山野･広瀬での
　定期的な学習をお願いする。
・地域と学校がどのように関わっていくの
　か、引き続き具体的な協議がしたい。
　また、地域の人材発掘も行う。
・生徒をしっかり褒めて欲しい。自主的に
　行動できるよう上手くフォローをしてあ
　げて欲しい。
・小中９年間を見通し、系統性･継続性の
あ
　るふるさと学習の内容を検討していく。

中学校区として
統一した取組等

育成する力

加茂中学校で学んでよかった
加茂中学校へ通わせてよかった
加茂中学校で働けてよかった　　　と思える学校

ともに　学び合い　高め合う
めざす

子ども像

〇明るく素直な生徒が多い。挨拶が増えてきている。
〇課題解決などに向けて、協力したり支え合ったりする姿が見られる。
△固定化した人間関係が小学校から出来上がっており、幅広いコミュニケーショ
　ンが取りにくい。
△不登校生徒の割合が高い。特に、新規不登校が増加している。
△「基礎・基本」の定着や、思考力・表現力が十分でない。

〇１小１中という環境にあり、学習面・生活
　面において、つながりをつくりやすい。

〇問いに対する自分の考えを、文章にしてい
　くことに課題がある。

〇友人との関わりや見方が固定化し、互いの
　新たな可能性や成長に気づきにくい。

課題発見・解決力　コミュニケーション力　あきらめない心

学びを楽しむ・学びを活かす子ども
夢を語れる・自分のことを語れる子ども
①幼保小中連携
　子ども・教職員の交流を通して，幼児期から小中学校までの学びをつなぐ
　「幼保小・小中・幼保中」連携した教育活動の実践
②地域とともにある学校
　CSを導入し，学校・家庭・地域が連携した教育活動の充実を図る
　地域素材を活用した教育活動の実践
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〇「学びの振り返りアンケート」の
「授業を学ぶことは楽しいい」とい
う設問に対する肯定的評価は全学年
の全教科で平均値が85.39であっ
た。

〇1学期研究授業を行えたグループ
は5グループ中3グループであった。

〇不登校生徒の状況把握と丁寧な対応を引き続き行っていく。また、
担任が対応に苦慮している生徒については、各学年や不登校対策委員
会等で対応策について共有・議論し、より有効な支援を実施してい
く。

〇中間評価時と比較し、数値は大幅に上昇している。文化祭をはじめ
とした学校行事に生徒が主体的に取り組んだことや、全校集会を通し
ての規範意識の醸成が数値の上昇につながったと考えられる。今後も
生徒が落ち着いて授業に臨み、安心して学校生活が送れるよう、教室
や校内の環境を整えていく。

〇「対話」や「話し合い」を大切に、そして「生徒の実態把握」と
「実態に即した問い」を意識して授業をする先生が増えている。しか
し単元テストなどの誤答を学びに繋げることが出来ている教員の割合
が低い。意識と実態にズレがある。そこで今年度中に研修・教科部会
を開き、各学年で必ず身に付けなければならない力を協議し、達成が
できているかどうか確認ができる、テストを作成する。そして来年度
各学期にそれぞれ実施して達成度をデータ化していく。

〇全職員が、年に1回の研究授業は実施できていない。年度初めに実
施する月を全員の先生方分決めてやりきる取り組みを行う。

〇教員が出したレポートとそのレポートに対しての生徒の作品で1番
いいものをまとめデータ化・冊子にする。そして職員室に閲覧できる
コーナーを設け来年度以降学年が変わっても１から作るのではなく、
今年度の物を更にブラッシュアップできる環境を整える。継続して取
り組んでいく。

〇4月の始業式前に研修を行い、教員に同じ課題に対してのレポート
を作成し、グループで互いに評価を付け合い、議論する場を設定す
る。

〇ふるさと学習を軸としたカリキュラムの見直しを行う。各教科、道
徳、学活等の学びとふるさと学習の学びを関連付け、年間を通してふ
るさとを意識した学習を計画・実施する。

〇部活動ボランティア委員会が中心となり、校内外におけるボラン
ティア活動、特に、地域の方とともにおこなうボランティア活動を積
極的に推進する。

〇職員室での対話を充実させ、教職員がそれぞれの立場で業務内容に
ついて考え、業務改善策の意見を出し合える環境づくりをする。ま
た、業務改善に向けた取組をする。

〇業務内容の精選を進めるとともに、教職員一人一人の時間意識を高
める風土をつくっていく。

評価指標
□指標に係る
   取組状況

達成

評価

〇｢学びの振り返りアンケート｣の｢レポート
課題を実施することで、学んだことをアウ
トプットする力を伸ばすことができた｣とい
う設問に対する肯定的回答の全教科平均値
が87.42％であった。

〇学期に1回以上のレポートを実施するこ
とができた。また夏休みに2学期以降のレ
ポートを作成する際のパフォーマンス課題
について研修を行い、協議をする中で作成
をした。

〇ふるさと（住んでいる地域）が好
きな生徒は85％であった。

〇地域のよさを語れる生徒は62％で
あった。

〇ふるさと学習について話をする保
護者は45％、生徒は57％であっ
た。体験学習を行った1・3年の生徒
は、それぞれ71・67％と高かっ
た。〇「仕事にやりがいを感じている」
と肯定的回答をした教職員は87％で
あった。「学校運営に教職員の意見
が反映されている」の肯定的回答は
91％であった。

〇在校時間外勤務時間、月45時間以
内の教職員は71％であった。業務の
視覚化や優先順位の明確化などの工
夫をしている。
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達成

〇８月末時点の不登校生徒の人数は
17人であり，前年比56.6％であ
る。

〇｢安心した学校生活が送れている｣
と肯定的回答した生徒は58%であっ
た。肯定的回答の各学年の割合は１
年が72%、２年が40%、３年が
61%であった。
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評価

〇不登校生徒の合計
人数、前年比80％未
満

〇｢安心した学校生活
が送れている｣生徒
90％以上

プロ
セス
評価

学校加茂中

評点

改善方策

中間評価（10月１日） 最終評価（２月末）

〇｢対話｣｢話し合い｣｢楽しい｣｢
学びの活用｣を意識した授業の
実現に向け、職員を5チームに
分け、全教職員が年1回研究授
業を実施し、交流・協議をす
ることで授業力を高める。

〇｢学びの振り返りア
ンケート｣の｢授業を
学ぶことは楽しい｣と
いう設問に対する肯
定的回答の全教科平
均値が90％以上

★
継
続

〇調べたこと・体験し
たことなどから獲得し
た考えや思いを、自分
の言葉や文章で書く活
動を通して、基礎知識
の定着や、まとめる
力・表現する力などの
習得につなげる。

〇書く活動を軸とした校内研
修をする。

〇学期に1回以上のレポートを
実施し，生徒が提出したレ
ポートの分析を通して，言葉
や基礎知識の獲得に係る課題
を明確にする。改善の方策を
協議する。

〇｢学びの振り返りア
ンケート｣の｢レポー
ト課題を実施するこ
とで、学んだことを
アウトプットする力
を伸ばすことができ
た｣という設問に対す
る肯定的回答の全教
科平均値が85％以上

★
継
続

〇地域に感謝し、貢献
しようとする子どもた
ちを育成するととも
に、地域発展につなが
る教育活動を推進す
る。

〇地域素材・地域人材などを
活用したふるさと学習に、地
域発展の視点を持って取り組
む。

〇学校だより等を通して、ふ
るさと学習の取組について情
報発信する。

〇｢ふるさと（住んで
いる地域）が好き｣な
生徒90％以上

〇｢地域のよさを語れ
る｣生徒90％以上

〇｢家庭でふるさと学
習の話をする｣と答え
る保護者75％以上

★
継
続

〇アイデアが出し合え
る環境づくりをする。

〇校務の効率や質を高
めるなど、各自が時間
を意識した働き方を推
進する。

〇自らがめざす姿を目標とし
て設定し、その具現化に向け
た実践をすすめる。

〇職員室で、子どもを中心に
据えた対話を推進する。

〇毎日、退校時刻を自身で決
定し全体へ示すことで、効率
的な校務遂行を互いに意識し
合う。

〇｢仕事にやりがいを
感じている｣教職員
90％以上

〇在校時間外勤務時
間、月45時間以内の
教職員100％

〇不登校対策委員会での協議
内容等を、教職員・保護者・
ＳＣで共有するとともに、必
要に応じて外部機関とも連携
を図りながら、生徒の支援を
継続的に行う。

〇居場所をつくるとともに、
家庭や別室にいても学べる環
境を整える。
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評価基準

[プロセス評価の評価基準]

評点

5

評価基準 評点

総合

評価
改善方策

評価基準

[達成評価の評価基準] [総合評価の評価基準]

2

2

地域とつながり、地
域の活性化に貢献で
きる学校づくりの推
進

教職員が生き生きと
働ける職場づくり

★
継
続

〇生徒の意見に耳を傾
け｢対話｣や｢話し合い｣
を大切にすることで､｢
学びを楽しむ・学びを
活かす子ども｣を育成す
る。
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1

福山市立

□指標に係る
　取組状況
◎短期（中期）経営
　目標の達成状況

中期経営目標
重
点

分
類

短期経営目標
目標達成に
向けた取組

年
目

Ⅳ　目標・取組及び評価指標等の設定と評価

取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ、状況の変化、問題が生じた際
は、協同的な課題解決が十分に図られた。

取組の目的に対する共通理解が認められ、状況の変化、問題が生じた際は、協同
的な課題解決が概ね図られた。

取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ、状況の変化、問題が生じた際
は、協同的な課題解決がある程度図られた。

取組の目的に対する共通理解が認められ難く、状況の変化、問題が生じた際の協
同的な課題解決があまり図られなかった。

取組の目的に対する共通理解が認められず、状況の変化、問題が生じた際の協同
的な課題解決が図られなかった。

1

4

3

2

1

目標を概ね達成し、望ましい成果をあげた。

ある程度目標を達成できた。

あまり目標を達成できなかった。

目標を達成できなかった。

１００％以上の達成度

８０％以上１００％未満の達成度

十分に目標を達成できた。

概ね目標を達成できた。

６０％以上８０％未満の達成度

４０％以上６０％未満の達成度

目標をある程度達成し、一定の成果をあげた。

目標を下回り、成果よりも課題が多かった。

目標を大きく下回り、成果が認められなかった。 ４０％未満の達成度
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2

目標を大幅に達成し、十分な成果をあげた。

プロ
セス
評価

自ら学び、仲間とと
もに、協働して学習
を創造する子どもの
育成

2

3

33

〇「対話」や「話し合い」ととも
に、「生徒の実態把握」と「実態に
即した問い」も大切にすることで、
より生徒の学びに対する主体性を高
める。また、単元テストや小テスト
を評価のためだけではなく、誤答を
学びにつなげ、生徒に還元してい
く。

〇全職員が、年１回の研究授業を達
成するために、2学期中に研究主任
を中心に、実施計画を立てる。

〇夏休みに研修した｢レポートを書く
際のパフォーマンス課題｣をより生徒
の実態に合わせて設定をすることで
質を高める。またルーブリックを明
確に示すことで、学んだことをアウ
トプットする力をさらに高める。

〇生徒のレポートを、交流・協議し
さらに質を高めていく。

〇総合的な学習の時間における地域学習
を他学年や地域へ発信する場を設けるこ
とで、地域の良さを再認識する。

〇地域の方とともにおこなうボランティ
ア活動や地域の方と触れ合う場の設定を
する。

〇企画委員会等で、主任・主事が校務の
見通しを持ち、全体周知や分掌内での分
担等を行うとともに、進捗を把握し指示
をしていくことで、教職員が早めに取り
掛かったり、互いに協働できたりするよ
うにしていく。

〇個々の教職員が、自分自身の校務と時
間とのバランスを意識し、自ら調整でき
る力を付けられる様、互いに対話をしな
がら、進捗を評価し合う。

〇「学びの振り返りアンケート」の「授業を学ぶこと
は楽しいい」という設問に対する肯定的評価は全学年
の全教科で平均値が85.07％であった。
〇教職員アンケートより「1学期に比べ対話や話し合
いを大切に授業を進めることができた」「1学期に生
徒の実態把握と実態に即した問いを大切に授業を進め
ることができた」という設問に対する肯定的評価は両
方とも93.８％であった。
〇教職員アンケートより「単元テストや小テストを評
価のためだけでなく、誤答を学びに繋げている」とい
う設問に対して肯定的評価は62.6％であった。
〇2学期研究授業を行えたグループは5グループ中２グ
ループであった。

〇｢学びの振り返りアンケート｣の｢レポート課題を実施する
ことで、学んだことをアウトプットする力を伸ばすことが
できた｣という設問に対する肯定的回答の全教科平均値が
83.4％であった。1年生の平均が86.65％、2年生の平均
が74.58％、3年生の平均が88.97％と学年によって差が
大きいことが課題である。
〇学期に1回以上のレポートを実施することができた。ま
た冬休みに2学期以降のレポートの協議を行い、3学期のレ
ポート作成に向け協議をした。しかし夏休みに実施した研
修よりは充実したものではなかった。新しい視点や深める
ための見直しの時間が足りていなかった。

〇ふるさと（住んでいる地域）が好きな生徒は
82.6％、地域のよさを語れる生徒は61％であっ
た。継続的にふるさと学習を進めている1学年は
92.0％、78.2％であった。
〇ふるさと学習について話をする保護者は
38.9％、生徒は52.1％であった。
〇地域のボランティア参加数はのべ80人、校内ボ
ランティア参加数はのべ約300人であった。
〇学校だよりで、「ふるさと学習」「地域とのつ
ながり」について積極的に発信した。

〇「仕事にやりがいを感じている」と肯定的回答
をした教職員は91.7％であった。「学校運営に教
職員の意見が反映されている」の肯定的回答は
95.8％であった。
〇「教職員どうしでの対話は充実している」の肯
定的回答は95.8％であった。
〇在校時間外勤務時間、月45時間以内の教職員は
83.5％であった。業務の視覚化や優先順位の明確
化などの工夫や互いの声かけなど意識が高くなっ
てきた。
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〇不登校生徒や不登校傾向の生徒に
対して、担任や学年の教職員を中心
に関わりを続け、登校や家庭学習の
支援を行う。また、必要に応じてフ
リースクール等の外部機関とも連携
する。

〇全校生徒が安心した学校生活を
送っている実感が持てるよう、落ち
着いて授業に臨めるよう環境を整え
たり、学びへの意欲をかき立てる授
業を実施したりする。

〇１月末時点の不登校生徒の人数は31人であり，
前年比100％である。

〇｢安心した学校生活が送れている｣と肯定的回答
した生徒は94%であった。肯定的回答の各学年の
割合は１年が90%、２年が97%、３年が95%で
あった。 32

違いを認め、ともに
高まり合う集団の育
成

★
継
続

〇不登校および不登校
傾向の生徒を減少させ
るとともに、新規の不
登校を出さない取組を
進める。

〇多様な子どもに対応
し、学びを切らない、
学びへの展望が持てる
取組を進める。
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